
芸術鑑賞時において鑑賞者の作品世界と作者世界の形成が 

果たす役割の実証的検討 

The Role of Viewers’ Formation of Artwork-world and  

Artist-world during Art-appreciation 
 

松本 一樹†，岡田 猛† 

Kazuki Matsumoto, Takeshi Okada 

†東京大学大学院教育学研究科 

Graduate School of Education, The University of Tokyo 

k-matsumoto@g.ecc.u-tokyo.ac.jp, okadatak@p.u-tokyo.ac.jp  

 

 

概要 
近年の芸術鑑賞の心理学研究では，鑑賞者の作品創

作プロセスの認識が作品の美的な印象に対して大きく
関わっていることが示されてきた．本研究はこれに沿
い，作者の方に意識を向けながら作品を見ることと，
作品自体の表象する意味世界（作品世界）の形成の仕
方（特にその想像の広がりの程度）やその他の美的印
象等との関係性を検討した．写真を素材とした実験を
行った結果（N = 43），作者に意識を向けることで作品
世界に関する想像が促進され，かつその想像の促進度
と作品に対する好みや感嘆といった美的印象などが関
連していることが示された.  
 
キーワード：鑑賞，想像，美的印象，作品世界, 作者
世界 

 

1. 問題と目的 

芸術の持つ性質についての問題は，心理学において，

芸術のもたらす快い感情(美的印象)という効果とそれ

に対する要因との関係性の分析という図式に置き直さ

れた上で検討されてきた．近年はこれらの要因間の関

係性を整理して包括的な鑑賞のモデルを提唱する研究

が盛んである[1]．この代表として， Lederら[2]は情報

処理段階モデルを提唱している．このモデルでは，芸

術作品の鑑賞の過程を，知覚的分析，潜在的記憶統合，

顕在的分類，認知的習得，評価という 5 段階から構成

され，段階が進むにしたがって高次の認知過程が関わ

るものとみなしている．  

松本ら[4][5]は，鑑賞過程の高次認知処理の中で，作

品創作プロセスの認識（作品に反映されているその作

品が創作されるプロセスにおいて関わった創作者の行

為や思考などを鑑賞者がどう認識するかという部分）

に特に焦点を当てて実験を実施した．この結果として，

鑑賞者の作品に対する美的印象には，鑑賞対象の作品

の創作プロセスの認識の仕方が大きく関与しているこ

とが示された．さらに，鑑賞者自らが創作経験を得る

ことで創作プロセスの認識を通じて美的印象がポジテ

ィブに変化するということが結論づけられている． 

本研究は上記の研究の流れを踏まえ，さらに鑑賞の

モデルを拡張することを目指すものである．松本ら

[4][5]では，創作プロセスの認識という要素に焦点を当

てる目的で，実験の素材として創作折り紙が選択され

ていた．創作折り紙の鑑賞においては一般に創作プロ

セスの認識の重要性が高くなる一方で，作品が表象し

ている意味世界やそこから広がる想像などについては

重視されないという傾向がある．しかしながら，絵画，

映画，文学，演劇，歌曲など非常に多くの芸術領域で

は，作品が表象する世界いついていかに認知的に処理

するかが重要な役割を持っていることは自明である．

本研究は，この「作品内にシンボルとして描写されて

いると鑑賞者が認識するか，その延長として記憶など

と統合しながら想像する形で形成される意味の集合」

を「作品世界」として定義する．そして，作品世界の

形成が重要な意味を持つと想定される芸術領域（今回

は写真作品を採択した）における鑑賞過程において，

既に扱われた創作プロセスの認識（本研究では「作者

世界」の形成として以下のように定義し直す：「作者の

心的/物理的状況や創作プロセスについて鑑賞者が主

に想像によって思い描く，現実世界の部分集合」）がど

のような役割を持つかについて実験を通じて検討した． 

本研究では，作品鑑賞時に得られる（特に作品世界

に関する）想像の広がりの程度に特に着目した．鑑賞

時に対象からいかに想像を広げるかということは近年

対話型鑑賞などの美術教育の領域でも注目されている

要素である（例えば國清[6]など）一方で，そのことが

何によって達成され，作品に対する美的印象などの鑑

賞における他の要素とどのような関係にあるのかとい

ったことについては実証されている部分が少ない．そ

こで本研究では想像を促す要因の候補として，作者に
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対する意識（作品世界の形成への思考の方向付け）を

持たせることを想定した．これは，作品世界について

方向付けを与えられないまま想像を広げる場合，鑑賞

者自身の自由な想像に任される部分が大きすぎるため

に逆に想像が促進されにくい一方で，「作者にとってこ

の描かれている世界がどのように見えていたか」とい

う思考がここに加わることで作品世界について想像す

る方向性が定まり結果として想像される内容も豊かに

なるという過程があり得ると考えられるためである． 

2. 方法 

参加者 

クラウドソーシングのwebサービスである「ランサ

ーズ」上で実験参加者を募集し，43人の成人を対象に

web上で実験を実施した． 

 

手続き 

 実験参加者は事前に作者意識条件・統制条件（後述）

のいずれかにランダムに割り当てられ，実験の概要に

同意をした上で，質問紙調査，写真鑑賞課題，印象評

定の順序で手続きを進めた．最後に参加者には普段の

芸術活動について自由記述での回答を求め，その記述

内容から職業として芸術的な表現・創作に携わってい

た経験を持っていると判断される参加者 3名（作者意

識条件 2名，統制条件 1名）を以降の分析から除外し

た．全体の所要時間は 1時間程度となった． 

質問紙調査では鑑賞に関係することが予想される個

人特性として各参加者の曖昧さへの態度（曖昧な刺激

の処理において生じる，認知的，情緒的反応パターン

であり，「曖昧さの享受」「曖昧さへの不安」「曖昧さの

受容」「曖昧さの統制」「曖昧さの排除」の 5因子によ

って構成される）が西村[7]の開発した曖昧さへの態度

尺度によって測定された．各下位尺度の平均得点（標

準偏差）は，それぞれ 4.17 (0.62), 3.21 (0.69), 2.86 (0.62), 

3.50 (0.54), 2.68 (0.69)となった（西村[7]と同様に 6件法

での回答を求め，“まったくあてはまらない”を 1点，

“非常にあてはまる”を 6 点として算出している）． 

次に写真鑑賞課題として，参加者は 9枚の写真（web

上で写真家がクリエイティブ・コモンズライセンスを

表示した上で発表しているもののみを使用した）を固

定の順序で 1枚ずつ見た．実験は参加者が各自

PsyToolkitのサーバーにアクセスする形で実施され，各

写真は参加者の使用するコンピュータのブラウザ上に

解像度 800×600ピクセル以内で表示された．1枚の写

真の表示時間は 200秒で，その間に参加者は同じコン

ピュータ上でテキストエディタを開き，写真を見て思

いついたことや想像したことを自由に記述した． 

 全ての写真を見終わった後，最後に写真に対する参

加者の印象を評定尺度を用いて測定した．項目には写

真から得られた想像の量（想像促進度）の他，好み，

没頭（集中）の程度，感嘆の程度とその他 4項目（今

回の分析では用いない）を使用した． 

 

実験条件の設定 

独立変数として，写真を見る際に作者意識条件の参

加者は，3 枚ごとに「この 3 枚の写真は同じ撮影者に

よって撮影されたものである」という教示を与えられ

た．一方，統制条件の参加者は同じ写真の組み合わせ

に「この 3 枚の写真は同じ地域で撮影されたものであ

る」という教示を与えられた．これらはいずれも提示

された 9 枚の写真に関する事実の情報であり，条件に

よって得られる情報の種類が異なるという操作を行っ

たことになる． 

3. 結果と考察 

個人特性と想像促進度の相関 

本研究で特に着目している想像促進度と個人特性

（曖昧さへの態度）との相関を下位尺度別かつ実験条

件別に算出し，多重比較の補正（Bonferroni法）をした

上で計算したところ，実験条件における想像促進度と

曖昧さの享受の相関のみが有意になった（r = .64, p 

< .05）．統制条件では両指標の相関は有意にならなかっ

た（r = - .07, p = .76）．この結果から，曖昧さへの態度

のうち特に「曖昧さの享受」（「“いろんな可能性がある

と，すべてを試してみたくなる” などの項目からなり，

曖昧さを魅力的なものと評価し，関与していくことに

楽しみを見出す傾向」とされる；西村[7]）が今回の鑑

賞過程である程度の役割を果たしているものと推測さ

れたため，以降の分析では個人特性の内で曖昧さの享

受特性のみを説明変数として追加した．なお，曖昧さ

の享受項目について統制条件の参加者 1 名に極端な回

答傾向（全体の平均 − 標準偏差×3未満の値）がみら

れたため，この参加者の回答を外れ値として以降の分

析から除外した． 

 

写真に対する印象の条件間差 
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 写真に対する印象を測定する各項目の平均値・標準

偏差は表 1のような結果となった． 

 想像促進度（標準化済み）を従属変数，実験条件お

よび曖昧さの享受特性（標準化済み）を独立変数とし

て重回帰分析（共分散分析）を行ったところ，それぞ

れ偏回帰係数は有意な値となった（ダミー変数として

統制条件を0, 作者意識条件を1と設定したときの実験

条件：b = .71, t(36) = 2.68, p < .05；曖昧さの享受特性：

b* = .48, t(36) = 3.51, p < .01）．なお，独立変数に交互作

用項を含めても，交互作用項は有意にならず，AIC に

よるモデル比較では交互作用項を含めないモデルが選

択された．この結果より，写真作品を鑑賞する際に想

像が豊かに促進されることを規定する要因として，曖

昧さの享受特性が高い傾向にあることと，作者を意識

しながら鑑賞することの２つが存在すると考えられる． 

 想像促進度以外の項目についても同様の分析を行っ

たところ，いずれも各独立変数について有意な相関は

得られなかった．このことから，今回のような文面で

教示を与えて間接的に作品の作者に意識を向けさせる

ような教示では美的印象や写真鑑賞への没頭を向上さ

せる介入としては十分ではないということが示唆され

た． 

 

 表 1 写真に対する印象の各項目の平均（標準偏差） 

 

想像促進度と美的印象との関係性 

 美的印象として好み・没頭・感嘆をそれぞれ従属変

数とし，想像と実験条件を独立変数とした重回帰分析

を行ったところ，それぞれについて想像の偏回帰係数

が正の値で有意になった（all ps < .05, Bonferroni法によ

る補正済み）．このことから，写真から様々な想像が引

き出されることと写真に対してポジティブな美的印象

を持つことおよび写真鑑賞への没頭状態になることは

関連性を持っていると推測される．ただし，すでに述

べたように想像促進度以外の各指標については条件間

の有意な差が生じていないことや，想像促進度とその

他の指標のいずれが時間的に先行しているかが不明で

あることなどを踏まえると，想像が引き出されること

が具体的にどのような認知的なメカニズムによってそ

の他の印象と関わっているかについては，本研究から

結論づけるのは難しいと言える． 

 

その他の考察・本研究の今後の展開 

 各参加者の自由記述を分析したところ，分析に用い

られた 39 名の参加者のうち明確に写真の撮影者に関

する事項に言及しているのは 5 名のみとなった（作者

意識条件 4 名，統制条件 1 名，人数の比率に条件間で

有意差なし）．このことから，今回の教示は意識に上る

レベルでの思考内容について（特に作者への意識に関

して）根本的な差を与えるほどの効果を持つものでな

かったことが示唆される．その一方で，条件間で想像

促進度に差があったことも確認されているため，これ

らを併せて考えると，ある程度作者の方に意識が向け

られた状態で写真作品を見た場合，対象の作品世界の

側の想像が促進されるという可能性が考えられる． 

 本研究の今後の展開としては，より強い効果を持つ

ような教示もしくはその他の介入方法を検討していく

ことが考えられる．また，今回は作者世界の側に思考

を方向付ける介入に焦点を当てたが，作品世界の側に

思考を方向付ける介入とその効果についても検討の余

地がある．これらの点について検討を重ねていくこと

で，鑑賞過程において作品世界と作者世界の形成とい

う重要性を持つ両要素がどのようなメカニズムの中で

機能しているかということを解明し，鑑賞の心理学研

究への大きな理論的貢献が得られるものと期待される． 
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